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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長尺の記録媒体の長さ方向に沿って形成されている係合孔に順次係合部を係合させなが
ら当該記録媒体を搬送するトラクターと、当該トラクターによる搬送方向の下流側に設け
られた紙送りローラーを有し、当該紙送りローラーおよび前記トラクターによって印刷ヘ
ッドによる印刷位置を経由して前記記録媒体を搬送するプリンターにおける記録媒体のス
キュー補正方法であって、
　前記紙送りローラーの搬送力によって搬送される前記記録媒体に前記トラクターを従動
させる搬送動作を行い、
　当該搬送動作による前記記録媒体のスキューに起因して前記トラクターから前記記録媒
体が外れるリスクがある予め設定したリスク状態を検出し、
　当該リスク状態を検出する毎に、
　前記記録媒体を前記紙送りローラーへ押し付けている押圧力を解除するローラー開放ス
テップと、
　当該押圧力を解除した状態において、前記トラクターの搬送力によって前記記録媒体を
上流側に向けて逆送する逆送りステップと、
　当該逆送した前記記録媒体を下流側に向けて搬送する正送りステップとを行うことを特
徴とする記録媒体のスキュー補正方法。
【請求項２】
　請求項１において、
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　前記正送りステップでは、前記記録媒体を前記紙送りローラーと紙送り押えローラーと
の間に挟み込んだ状態にして、前記トラクターの搬送力によって搬送される前記記録媒体
に前記紙送りローラーを従動させる搬送動作を行うことを特徴とする記録媒体のスキュー
補正方法。
【請求項３】
　請求項２において、
　前記正送りステップでは、前記記録媒体を前記紙送りローラーと紙送り押えローラーと
の間に挟み込む強さを、前記搬送動作で挟み込む強さよりも弱くして、前記記録媒体を搬
送することを特徴とする記録媒体のスキュー補正方法。
【請求項４】
　請求項１において、
　前記正送りステップでは、前記記録媒体を前記紙送りローラーへ押し付けている押圧力
を解除した状態で前記記録媒体を搬送することを特徴とする記録媒体のスキュー補正方法
。
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれかの項において、
　前記記録媒体の搬送経路における前記印刷位置の上流側に前記紙送りローラーが設けら
れ、当該紙送りローラーの更に上流側に前記トラクターが設けられ、且つ、前記搬送経路
における前記印刷位置の下流側に、搬送される前記記録媒体に追従する排紙ローラーが設
けられ、
　前記逆送りステップでは、前記記録媒体を前記排紙ローラーに押し付けている押圧力を
解除した状態で前記記録媒体を逆送し、
　前記正送りステップでは、前記記録媒体を前記排紙ローラーと排紙押えローラーとの間
に挟み込んだ状態にして、前記記録媒体を搬送することを特徴とする記録媒体のスキュー
補正方法。
【請求項６】
　請求項５において、
　前記正送りステップでは、前記記録媒体を前記排紙ローラーと排紙押えローラーとの間
に挟み込む強さを、前記搬送動作で挟み込む強さよりも弱くして、前記記録媒体を搬送す
ることを特徴とする記録媒体のスキュー補正方法。
【請求項７】
　請求項１ないし４のいずれかの項において、
　前記記録媒体の搬送経路における前記印刷位置の上流側に前記紙送りローラーが設けら
れ、当該紙送りローラーの更に上流側に前記トラクターが設けられ、且つ、前記搬送経路
における前記印刷位置の下流側に、搬送される前記記録媒体に追従する排紙ローラーが設
けられ、
　前記逆送りステップでは、前記記録媒体を前記排紙ローラーに押し付けている押圧力を
解除した状態で前記記録媒体を逆送し、
　前記正送りステップでは、前記記録媒体を前記排紙ローラーに押し付けている押圧力を
解除した状態で前記記録媒体を搬送することを特徴とする記録媒体のスキュー補正方法。
【請求項８】
　請求項１ないし７のいずれかの項において、
　前記リスク状態は、前記記録媒体の搬送方向と交差する方向における通過位置の基準通
過位置に対する位置ずれ量が予め設定した基準位置ずれ量以上となった状態であることを
特徴とする記録媒体のスキュー補正方法。
【請求項９】
　請求項８項において、
　前記リスク状態は、前記記録媒体を前記紙送りローラーの搬送力によって予め設定した
基準搬送量以上搬送する毎に検出することを特徴とする記録媒体のスキュー補正方法。
【請求項１０】
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　請求項１ないし７のいずれかの項において、
　前記リスク状態は、前記記録媒体を前記紙送りローラーの搬送力によって予め設定した
基準搬送量以上搬送した状態であることを特徴とする記録媒体のスキュー補正方法。
【請求項１１】
　長尺の記録媒体の長さ方向に沿って形成されている係合孔に順次係合部を係合させなが
ら当該記録媒体を搬送するトラクターと、
　当該トラクターによる搬送方向の下流側に設けられた紙送りローラーと、
　前記トラクターおよび前記紙送りローラーを経由して搬送される前記記録媒体に印刷を
行うための印刷ヘッドと、
　前記紙送りローラーの搬送力によって搬送される前記記録媒体に前記トラクターを従動
させる搬送動作を行うと共に、当該搬送動作に連動して前記印刷ヘッドを駆動制御する印
刷制御手段と、
　請求項１ないし１０のいずれかの項に記載の記録媒体のスキュー補正方法における前記
リスク状態を検出する毎に、当該スキュー補正方法における前記ローラー開放ステップ、
前記逆送りステップ、前記正送りステップを行うスキュー補正動作制御手段とを有するこ
とを特徴とするプリンター。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、紙送りローラーおよびトラクターを備えるプリンターおよび当該プリンター
における記録媒体のスキュー補正方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　両端にスプロケット穴が形成されたファンフォールド紙などの記録媒体に印刷するプリ
ンターにおいて、記録媒体の搬送機構としてトラクターおよび紙送りローラーを用いるも
のがある。この種のプリンターでは、従来は、トラクターの搬送力を紙送りローラーの搬
送力よりも大きくしてトラクターを主送りの手段として用い、トラクターの駆動量を管理
することによって記録媒体の搬送量を管理している。この場合、記録媒体の搬送精度はト
ラクターの送り精度に依存することになるが、トラクターによる搬送は、スプロケット穴
にトラクターピンが遊びを持った状態で係合された状態で行われるために遊びの範囲で搬
送量のばらつきが生じ、搬送精度が低いという問題点がある。
【０００３】
　印刷ヘッドとしてシリアル・インパクト・ドット・マトリクス（ＳＩＤＭ）プリントヘ
ッドを用いる場合、記録媒体の搬送精度がトラクターの送り精度に依存していても搬送精
度の低さによる印刷の乱れは問題にならなかった。しかしながら、印刷ヘッドとしてイン
クジェットヘッドを用いて高精度の印刷を行う場合、トラクターの送り精度で記録媒体を
搬送して印刷したのでは印刷精度に比べて搬送精度が低く、画像乱れが発生して高精度な
印刷を行うことができない。そこで、トラクターではなく紙送りローラーを主送りの手段
として用いて、紙送りローラーの搬送精度で記録媒体を搬送することによって高精度な印
刷を実現するプリンターが用いられている。特許文献１には、この種のプリンターが開示
されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－３４８０１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここで、トラクターおよび紙送りローラーを備える搬送機構の場合、トラクターと紙送
りローラーの平行度の違いによって記録媒体が斜めに搬送されるという事態（いわゆるス
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キュー）が発生する。このため、搬送量の増大に伴ってトラクターと紙送りローラーとの
間でスキューが累積すると、トラクターピンから記録媒体が外れてしまうという不都合が
ある。従来のようにトラクターを主送りの手段として用いる場合には、紙送りローラーの
間で記録媒体が滑るようしてスキューを累積させないように構成できる。しかしながら、
紙送りローラーを主送りの手段として用いる場合には、ローラー対の間に記録媒体を強く
挟み込んで記録媒体の滑りをなくした状態で搬送する必要があるため、このような方法で
スキューの累積を防止することはできない。
【０００６】
　特許文献１のプリンターでは、主送りの手段として用いている紙送りローラーを構成し
ている一対のローラーの一方（従動ローラー）を記録媒体の幅よりも短くして記録媒体の
中央部分のみを挟み込んでいる。このようにすると、記録媒体の幅方向における挟み込み
力のばらつきやローラー対同士の取り付け精度ばらつきに起因するスキュー量を小さくす
ることができる。
【０００７】
　しかしながら、特許文献１のプリンターにおけるスキュー補正方法では、紙送りローラ
ーに起因するスキューについては小さくすることができるものの、トラクターと紙送りロ
ーラーの平行度の違いに起因するスキューの発生を防止することはできない。また、スキ
ュー量を小さくすることはできるものの、累積するスキューを解消することはできない。
よって、連続印刷などの場合にトラクターから記録媒体が外れる恐れがある。
【０００８】
　本発明の課題は、このような点に鑑みて、紙送りローラーの搬送精度で搬送できる構成
でありながら、スキューによる記録媒体のトラクターからの外れを防止できるプリンター
およびその記録媒体のスキュー補正方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題を解決するため、本発明は、長尺の記録媒体の長さ方向に沿って形成されて
いる係合孔に順次係合部を係合させながら当該記録媒体を搬送するトラクターと、当該ト
ラクターによる搬送方向の下流側に設けられた紙送りローラーを有し、当該紙送りローラ
ーおよび前記トラクターによって印刷ヘッドによる印刷位置を経由して前記記録媒体を搬
送するプリンターにおける記録媒体のスキュー補正方法であって、
　前記紙送りローラーの搬送力によって搬送される前記記録媒体に前記トラクターを従動
させる搬送動作を行い、
　当該搬送動作による前記記録媒体のスキューに起因して前記トラクターから前記記録媒
体が外れるリスクがある予め設定したリスク状態を検出し、
　当該リスク状態を検出する毎に、
　前記記録媒体を前記紙送りローラーへ押し付けている押圧力を解除するローラー開放ス
テップと、
　当該押圧力を解除した状態において、前記トラクターの搬送力によって前記記録媒体を
上流側に向けて逆送する逆送りステップと、
　当該逆送した前記記録媒体を下流側に向けて搬送する正送りステップとを行うことを特
徴としている。
【００１０】
　本発明では、このように、紙送りローラーを主送りの手段として搬送動作を行うにあた
って、スキューに起因して記録媒体がトラクターから外れるおそれのあるリスク状態を検
出した場合に、ローラー開放ステップを行う。これにより、記録媒体を紙送りローラーに
よる拘束状態から開放して累積したスキューによる撓みを減らすことができ、記録媒体が
トラクターから外れるのを防止できる。また、ローラー開放ステップに続いて、記録媒体
をトラクターで搬送するステップ（逆送りステップおよび正送りステップ）を行う。これ
により、記録媒体を搬送方向に沿った姿勢に戻すことができ、スキューを解消できる。更
に、正送りステップを最後に行うことにより、係合部に対して記録媒体の係合孔を正確に
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位置決めでき、記録媒体の搬送位置を正確に修正できる。よって、紙送りローラーの搬送
精度で記録媒体を搬送して高精度な印刷を行うことのできる構成でありながら、スキュー
によるトラクターからの記録媒体の外れを防止でき、スキューの累積を解消できる。
【００１１】
　本発明において、前記正送りステップでは、前記記録媒体を前記紙送りローラーと紙送
り押えローラーとの間に挟み込んだ状態にして、前記トラクターの搬送力によって搬送さ
れる前記記録媒体に前記紙送りローラーを従動させる搬送動作を行うことが望ましい。こ
のように、紙送りローラーおよび紙送り押えローラーによって記録媒体を弱ニップして搬
送することにより、搬送路に段差がある部位での紙ジャムを防止できる。
【００１２】
　また、本発明において、前記記録媒体の搬送経路における前記印刷位置の上流側に前記
紙送りローラーが設けられ、当該紙送りローラーの更に上流側に前記トラクターが設けら
れ、且つ、前記搬送経路における前記印刷位置の下流側に、搬送される前記記録媒体に追
従する排紙ローラーが設けられ、前記逆送りステップでは、前記記録媒体を前記排紙ロー
ラーに押し付けている押圧力を解除した状態で前記記録媒体を逆送し、前記正送りステッ
プでは、前記記録媒体を前記排紙ローラーと排紙押えローラーとの間に挟み込んだ状態に
して、前記記録媒体を搬送するように構成できる。このようにすると、排紙ローラーがス
キュー補正時の記録媒体の動きを妨げることがない。また、印刷ヘッドの下流側での紙ジ
ャムを防止できる。
【００１３】
　ここで、前記リスク状態を、前記記録媒体の搬送方向と交差する方向における通過位置
の基準通過位置に対する位置ずれ量が予め設定した基準位置ずれ量以上となった状態に設
定することができる。このようにすると、スキュー量（斜行量）が予め設定した量以上と
なった状態をリスク状態として検出できるため、適切なタイミングでスキュー補正動作を
行うことができる。
【００１４】
　あるいは、前記リスク状態を、前記記録媒体を前記紙送りローラーの搬送力によって予
め設定した基準搬送量以上搬送した状態に設定することができる。スキュー量は搬送量に
応じて増大するため、プリンターのメカ構成などに基づき、搬送量とスキュー量との関係
を把握しておくことができる。これにより、直接スキュー量を測定することなく、搬送量
からスキューの累積量を把握して、適切なタイミングでスキュー補正動作を行うことがで
きる。
【００１５】
　次に、本発明のプリンターは、
　長尺の記録媒体の長さ方向に沿って形成されている係合孔に順次係合部を係合させなが
ら当該記録媒体を搬送するトラクターと、
　当該トラクターによる搬送方向の下流側に設けられた紙送りローラーと、
　前記トラクターおよび前記紙送りローラーを経由して搬送される前記記録媒体に印刷を
行うための印刷ヘッドと、
　前記紙送りローラーの搬送力によって搬送される前記記録媒体に前記トラクターを従動
させる搬送動作を行うと共に、当該搬送動作に連動して前記印刷ヘッドを駆動制御する印
刷制御手段と、
　上記の記録媒体のスキュー補正方法における前記リスク状態を検出する毎に、当該スキ
ュー補正方法における前記ローラー開放ステップ、前記逆送りステップ、前記正送りステ
ップを行うスキュー補正動作制御手段とを有することを特徴としている。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、スキューの累積によって記録媒体がトラクターから外れるおそれのあ
る状態を検出した場合にローラー開放ステップを行うため、累積したスキューによる記録
媒体の撓みを減らして記録媒体がトラクターから外れるのを防止できる。また、ローラー
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開放ステップに続いて、記録媒体をトラクターで搬送するステップ（逆送りステップおよ
び正送りステップ）を行うことにより、記録媒体を搬送方向に沿った姿勢に戻すことがで
き、スキューを解消できる。よって、紙送りローラーの搬送精度で記録媒体を搬送して高
精度な印刷を行うことのできる構成でありながら、スキューによるトラクターからの記録
媒体の外れを防止でき、スキューの累積を解消できる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明を適用したプリンターの斜視図および概略縦断面図である。
【図２】連続用紙のスキュー発生状態を示す説明図である。
【図３】プリンターの制御系を示す概略ブロック図である。
【図４】スキュー補正動作を伴う連続用紙の印刷動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、図面を参照しながら、本発明を適用したプリンター、およびこのプリンターにお
ける記録媒体のスキュー補正方法の実施形態を説明する。
【００１９】
（全体構成）
　図１（ａ）はプリンターの斜視図であり、図１（ｂ）はプリンターの主要部を示す概略
縦断面図である。プリンター１は、紙幅方向の両端部分にスプロケットホール（係合孔）
２ａが設けられた連続用紙２（記録媒体）に印刷を行うものである。プリンター１は、プ
リンター本体３と、プリンター本体３の装置前後方向の後側部分に着脱可能に装着された
トラクター４を有している。連続用紙２は、トラクター４によって装置後方からプリンタ
ー本体３内に送り込まれ、印刷が施された後に、プリンター本体３から装置前方に排出さ
れる。
【００２０】
　プリンター本体３の内部には、印刷ヘッド５による印刷位置Ａを経由する搬送経路Ｐが
装置前後方向に直線状に延びるように設定されており、この搬送経路Ｐに沿って連続用紙
２を搬送するための用紙搬送路６が構成されている。印刷位置Ａは用紙搬送路６の下側に
配置されたプラテン７によって規定されており、プラテン７に対向する位置に印刷ヘッド
５が配置されている。
【００２１】
　印刷位置Ａとトラクター４との間には、連続用紙２を印刷位置Ａに供給するための紙送
りローラー８が配置されている。紙送りローラー８の上方には、紙送り押圧ローラー９と
、この紙送り押圧ローラー９を下側に付勢するための第１押圧機構９ａが配置されている
。第１押圧機構９ａは、押圧力を発生させるための駆動手段９ｂを備えており、紙送り押
圧ローラー９に下向きの付勢力を加えた状態と、この付勢力を解除した状態に切り換え可
能である。駆動手段９ｂとしては、ソレノイドなどを用いることができる。紙送り押圧ロ
ーラー９は、第１押圧機構９ａによって付勢力が加えられると、紙送りローラー８に所定
の付勢力で当接する。ここで、第１押圧機構９ａは、紙送り押圧ローラー９に加える付勢
力の大きさを切り換え可能になっている。第１押圧機構９ａによる付勢力は、紙送りロー
ラー８と紙送り押圧ローラー９の間に連続用紙２を弱ニップするための弱ニップ力と、連
続用紙２を強ニップするための強ニップ力の２段階に切り換え可能となっている。
【００２２】
　印刷位置Ａよりも装置前方（紙送り方向の下流側）には、印刷が施された連続用紙２を
排出するための排紙ローラー１２が配置されている。排紙ローラー１２の上方には、排紙
押圧ローラー１３と、排紙押圧ローラー１３を下側に付勢するための第２押圧機構１３ａ
が配置されている。第２押圧機構１３ａは、押圧力を発生させるための駆動手段１３ｂを
備えており、排紙押圧ローラー１３に下向きの付勢力を加えた状態と、この付勢力を解除
した状態に切り換え可能である。駆動手段１３ｂとしては、ソレノイドなどを用いること
ができる。排紙押圧ローラー１３は、第２押圧機構１３ａによって付勢力が加えられると
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、排紙ローラー１２に所定の付勢力で当接する。ここで、第２押圧機構１３ａは、第１押
圧機構９ａと同様に、排紙押圧ローラー１３に加える付勢力の大きさを切り換え可能にな
っている。第２押圧機構１３ａによる付勢力は、排紙ローラー１２と排紙押圧ローラー１
３の間に連続用紙２を弱ニップするための弱ニップ力と、連続用紙２を強ニップするため
の強ニップ力の２段階に切り換え可能となっている。
【００２３】
　紙送りローラー８には、図１（ｂ）において点線で示すように、紙送りモーター１０か
らの駆動力が歯車列からなる第１駆動力伝達機構１１を介して伝達される。紙送りモータ
ー１０はプリンター本体３に搭載されている。また、排紙ローラー１２には、紙送りロー
ラー８に伝達された紙送りモーター１０の駆動力が、歯車列からなる第２駆動力伝達機構
１４を介して伝達される。
【００２４】
　紙送りローラー８とトラクター４の間において、紙送りローラー８の装置後方（紙送り
方向の上流側）に隣接する位置には紙検出器１５が設置されている。紙検出器１５は、例
えば、反射型のフォトセンサーであり、トラクター４によって用紙搬送路６へ搬送されて
くる連続用紙２を検出する。
【００２５】
　トラクター４は、連続用紙２のスプロケットホール２ａに挿入可能なトラクターピン（
係合部）１６と、外周面にトラクターピン１６が所定間隔で形成されたトラクターベルト
１７と、トラクターベルト１７が架け渡されている駆動スプロケット１８および従動スプ
ロケット１９を備えている。駆動スプロケット１８には、この駆動スプロケット１８の回
転量を検出するためのロータリーエンコーダー２０が搭載されている。なお、ロータリー
エンコーダー２０は、従動スプロケット１９に取り付けておくこともできる。
【００２６】
　トラクター４には、トラクター駆動モーター２１が搭載されている。駆動スプロケット
１８には、トラクター駆動モーター２１からの駆動力が第３駆動力伝達機構２２を介して
伝達される。第３駆動力伝達機構２２はクラッチ機構２３を備えており、クラッチ機構２
３によってトラクター駆動モーター２１とトラクター４との間の駆動力の伝達経路の遮断
と接続を切り換えることが可能となっている。
【００２７】
　トラクター４によって連続用紙２を搬送する際には、連続用紙２は、そのスプロケット
ホール２ａにトラクターピン１６が挿入状態となるようにセットされる。その後に、トラ
クター駆動モーター２１の駆動力によって駆動スプロケット１８を回転させてトラクター
ベルト１７を回転させる。これにより、トラクターピン１６が順次にスプロケットホール
２ａに係合されて、連続用紙２が搬送される。
【００２８】
　ここで、印刷ヘッド５はインクジェットヘッドであり、用紙搬送路６の上側に配置され
たキャリッジ２４に搭載されている。キャリッジ２４は、プラテン７との間に所定のギャ
ップを開けた位置に印刷ヘッド５を保持している。キャリッジ２４は、キャリッジモータ
ー２５の駆動力により、紙送り方向と直交する走査方向に往復移動可能となっている。
【００２９】
　キャリッジ２４には紙幅検出器２６が搭載されている。紙幅検出器２６は、例えば、キ
ャリッジ２４におけるプラテン７の側を向いた部位に設置された反射型のフォトセンサー
である。紙幅検出器２６は、プラテン７に向けて検査光を照射して、プラテン７またはそ
の上を搬送される連続用紙２からの反射光を検出する。紙送り方向と直交する方向へのキ
ャリッジ２４の移動に連動して紙幅検出器２６による検出動作を行うことにより、連続用
紙２の左端および右端を検出できる。この検出結果に基づき、連続用紙２の紙幅を検出で
きると共に、紙送り方向（搬送方向）と直交する方向における連続用紙２の通過位置を検
出できる。
【００３０】
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　図２は連続用紙２の斜行（いわゆるスキュー）の発生状態を示す説明図である。プリン
ター１では、用紙搬送路６上の予め設定した位置（例えば、中央位置）を基準通過位置Ｂ
に設定している。基準通過位置Ｂはトラクター４によって規定されている。すなわち、ト
ラクターピン１６にスプロケットホール２ａを係合させると、連続用紙２が基準通過位置
Ｂに位置決めされる。
【００３１】
　連続用紙２は、紙送りローラー８とトラクター４の間に平行度の違いがある場合や、何
らかの原因により紙送りローラー８による紙送りが左右均等に行われない場合に斜めに搬
送され、斜行状態になる。ここで、トラクター４に装填されている連続用紙２の部位はト
ラクターピン１６によって拘束されている。従って、連続用紙２の斜行（スキュー）が発
生すると、トラクター４よりも下流側にある連続用紙２の各部分が、基準通過位置Ｂに対
して斜行量（スキュー量）に応じた寸法だけ、幅方向に位置ずれする。紙幅検出器２６の
検出位置Ｃにおいて連続用紙２の通過位置を検出することにより、基準通過位置Ｂに対す
る幅方向（搬送方向と直交する方向）の位置ずれ量Ｄを検出できる。
【００３２】
　本例では、連続用紙２のスプロケットホール２ａからトラクターピン１６が外れるおそ
れのある最小の位置ずれ量を予め決定して、この位置ずれ量を基準位置ずれ量Ｄ０として
プリンター１に記憶させている。従って、紙幅検出器２６によって検出した位置ずれ量Ｄ
に基づき、連続用紙２がトラクター４から外れるおそれのあるリスク状態、すなわち、検
出した位置ずれ量Ｄが基準位置ずれ量Ｄ０以上となった状態を検出できる。
【００３３】
（制御系）
　図３は、プリンター１の制御系を示す概略ブロック図である。プリンター１の制御系は
、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭなどを備えた制御部３０を中心として構成されている。制御部
３０には、不図示の外部機器からの印刷命令や、紙検出器１５、紙幅検出器２６、および
ロータリーエンコーダー２０からの信号が入力される。制御部３０の出力側にはヘッドド
ライバー３１を介して印刷ヘッド５が接続されている。また、第１モータードライバー３
２を介して紙送りモーター１０が接続され、第２モータードライバー３３を介してトラク
ター駆動モーター２１が接続され、第３モータードライバー３４を介してキャリッジモー
ター２５が接続されている。更に、制御部３０の出力側には、第１押圧機構９ａを駆動す
るための駆動手段９ｂ、および、第２押圧機構１３ａを駆動するための駆動手段１３ｂが
接続されている。
【００３４】
　制御部３０は、トラクター駆動制御手段３５、印刷制御手段３６、スキュー補正動作制
御手段３７を備えている。トラクター駆動制御手段３５は、制御部３０が印刷命令を受け
取ると、トラクター駆動モーター２１を駆動制御することによってトラクター４を駆動し
て、トラクター４にセットされた連続用紙２を搬送する。また、トラクター駆動制御手段
３５は、紙検出器１５によって連続用紙２の先端部分が検出されると、トラクター４によ
って所定送り量だけ連続用紙２を搬送して、連続用紙２の先端部分を紙送りローラー８お
よび紙送り押圧ローラー９のニップ部に挟み込まれた状態とする。しかる後に、トラクタ
ー４の駆動を停止すると共に、クラッチ機構２３を制御して、トラクター駆動モーター２
１とトラクター４との間の駆動力の伝達経路を遮断する。この伝達経路が遮断されると、
トラクター４は、紙送りローラー８による連続用紙２の搬送に追従して従動可能な状態に
なる。
【００３５】
　印刷制御手段３６は、紙検出器１５によって連続用紙２の先端部分が検出されたことに
基づき、紙送りモーター１０を駆動して紙送りローラー８の回転を開始させる。このとき
、印刷制御手段３６は、駆動手段９ｂを制御して、第１押圧機構９ａによる付勢力を強ニ
ップ力にした状態で搬送を行う。これにより、トラクター４による連続用紙２の搬送が停
止した後、紙送りローラー８の搬送力による連続用紙２の搬送が開始する。印刷制御手段
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３６は、紙送りローラー８によって連続用紙２を搬送して、連続用紙２を印刷位置Ａに位
置決めする。しかる後に、紙送りローラー８の搬送力による連続用紙２の搬送動作に連動
させて、キャリッジモーター２５の駆動制御および印刷ヘッド５によるインクの吐出制御
を行い、連続用紙２への印刷を行う。
【００３６】
　スキュー補正動作制御手段３７は、紙幅検出器２６によって検出した位置ずれ量Ｄに基
づき、連続用紙２がトラクター４から外れるおそれのあるリスク状態であるか否かを監視
する。スキュー補正動作制御手段３７は、リスク状態であることが検出されると（すなわ
ち、位置ずれ量Ｄが基準位置ずれ量Ｄ０以上であることが検出されると）、スキューを補
正してリスク状態を解消するため、以下に説明するローラー開放動作、逆送り動作、正送
り動作の３つの動作を行う。
【００３７】
　スキュー補正動作制御手段３７は、ローラー開放動作を行う際には、駆動手段９ｂおよ
び駆動手段１３ｂを制御して、第１押圧機構９ａによって紙送り押圧ローラー９に加えて
いる付勢力、および、第２押圧機構１３ａによって排紙押圧ローラー１３に加えている付
勢力を解除する。これにより、連続用紙２を紙送りローラー８および排紙ローラー１２に
押し付けている押圧力を解除して、連続用紙２を挟みこんでいるローラー対を開放する。
【００３８】
　スキュー補正動作制御手段３７は、ローラー開放動作に続いて逆送り動作を行う場合に
は、クラッチ機構２３を制御して、トラクター駆動モーター２１とトラクター４との間の
駆動力の伝達経路を接続する。そして、ローラー対を開放した状態に維持したまま、トラ
クター駆動モーター２１を駆動制御してトラクター４を逆送方向に駆動し、トラクター４
の搬送力によって連続用紙２を逆送する。逆送り動作における搬送量は、予め、基準位置
ずれ量Ｄ０のスキューを解消することが可能な搬送量（逆送量）を把握してその値を逆送
量として設定しておく。スキュー補正動作制御手段３７は、予め設定した逆送量だけ連続
用紙２を逆送した後、トラクター駆動モーター２１を停止させて逆送り動作を終了する。
【００３９】
　スキュー補正動作制御手段３７は、逆送り動作に続いて正送り動作を行うため、駆動手
段９ｂおよび駆動手段１３ｂを制御して、第１押圧機構９ａによって紙送り押圧ローラー
９に加えている付勢力、および、第２押圧機構１３ａによって排紙押圧ローラー１３に加
えている付勢力を弱ニップ力に切り換える。そして、トラクター駆動モーター２１を駆動
制御することによってトラクター４を正送り方向に駆動して、トラクター４の搬送力によ
って連続用紙２を正送り方向に搬送する。逆送量と同じ量だけ連続用紙２を正送りした後
、トラクター駆動モーター２１を停止させて正送り動作を終了する。
【００４０】
（スキュー補正動作を伴う印刷動作）
　図４は、スキュー補正動作を伴う連続用紙２の印刷動作を示すフローチャートである。
プリンター１の制御部３０は、外部機器から印刷命令を受け取ると、ステップＳ１の処理
を開始する。ステップＳ１において、トラクター駆動制御手段３５は、トラクター４によ
り連続用紙２を搬送して紙送りローラー８に受け渡す。すなわち、トラクター４を駆動し
て、トラクター４にセットされている連続用紙２を用紙搬送路６へ送り込む。その後、紙
検出器１５によって連続用紙２の先端部分が検出されると、トラクター駆動制御手段３５
は、トラクター４によって所定送り量だけ連続用紙２を搬送して、連続用紙２の先端部分
を紙送りローラー８および紙送り押圧ローラー９のニップ部に挟み込ませる。そして、ス
テップＳ２に進む。
【００４１】
　ステップＳ２では、トラクター駆動制御手段３５は、トラクター４を停止させ、クラッ
チ機構２３を制御して、トラクター駆動モーター２１とトラクター４との間の駆動力の伝
達経路を遮断することにより、トラクター４を紙送りローラー８による連続用紙２の搬送
に追従して従動可能な状態とする。
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【００４２】
　ステップＳ３では、印刷制御手段３６は、紙送りローラー８の搬送力による連続用紙２
の搬送を開始する。そして、連続用紙２を印刷位置Ａに位置決めした後、紙送りローラー
８の搬送力による連続用紙２の搬送動作に連動させて、キャリッジモーター２５の駆動制
御および印刷ヘッド５によるインクの吐出制御を行い、連続用紙２への印刷を行う。
【００４３】
　ステップＳ３では、スキュー補正動作制御手段３７は、予め設定した単位搬送量だけ連
続用紙２を搬送する毎に（ステップＳ３１）、連続用紙２がトラクター４から外れるおそ
れのあるリスク状態を検出する処理を行う（ステップＳ３２）。本例では、ステップＳ３
１における単位搬送量を連続用紙２の１ページ分の長さに設定する。連続用紙２には、各
ページにおける決まった位置（ページの左上など）に基準となるマークが付されているた
め、このマークを検出することにより、単位搬送量だけ搬送したことを検出できる。なお
、単位搬送量を１ページとは異なる量に設定することもできる。また、印刷時にユーザー
が単位搬送量を指定して、所望のタイミングでスキュー補正動作を行うことができるよう
にしてもよい。
【００４４】
　ステップＳ３２では、スキュー補正動作制御手段３７は、紙幅検出器２６による位置ず
れ量Ｄの検出を行い、位置ずれ量Ｄが基準位置ずれ量Ｄ０以上か否かの判定を行う。基準
位置ずれ量Ｄ０以上の場合にはリスク状態であると判定し（ステップＳ３２：Ｙｅｓ）、
スキュー補正動作を行うための処理（ステップＳ３３～Ｓ３５）に進む。一方、基準位置
ずれ量Ｄ０未満の場合にはリスク状態でないと判定し（ステップＳ３２：Ｎｏ）、ステッ
プＳ３１に戻る。
【００４５】
　スキュー補正動作制御手段３７は、スキュー補正動作のための処理に進んだ場合には、
ステップＳ３３（ローラー開放ステップ）において、上述したローラー開放動作を行う。
すなわち、第１押圧機構９ａによって紙送り押圧ローラー９に加えている付勢力、および
、第２押圧機構１３ａによって排紙押圧ローラー１３に加えている付勢力を解除する。こ
れにより、連続用紙２を紙送りローラー８および排紙ローラー１２に押し付けている押圧
力を解除して、連続用紙２を挟みこんでいるローラー対を開放する。
【００４６】
　次に、スキュー補正動作制御手段３７は、ステップＳ３４（逆送りステップ）に進む。
ステップＳ３４では、トラクター４の搬送力によって連続用紙２を予め設定した逆送量だ
け逆送りする。すなわち、クラッチ機構２３を制御して、トラクター駆動モーター２１と
トラクター４との間の駆動力の伝達経路を接続する。そして、ローラー対を開放した状態
に維持したまま、トラクター駆動モーター２１を駆動制御してトラクター４を逆送方向に
駆動する。そして、予め設定した逆送量だけ連続用紙２を逆送した後、トラクター駆動モ
ーター２１を停止させて逆送り動作を終了する。
【００４７】
　続いて、スキュー補正動作制御手段３７は、ステップＳ３５（正送りステップ）に進む
。ステップＳ３５では、連続用紙２を紙送りローラー８および排紙ローラー１２によって
弱ニップして、トラクター４の搬送力によって連続用紙２を正方向に搬送する。すなわち
、第１押圧機構９ａおよび第２押圧機構１３ａによる付勢力を弱ニップ力に切り換える。
そして、トラクター駆動モーター２１を駆動制御することによってトラクター４を正送り
方向に駆動して、トラクター４の搬送力によって連続用紙２を正送り方向に搬送する。逆
送量と同じ量だけ連続用紙２を正送りした後、トラクター駆動モーター２１を停止させて
正送り動作を終了する。
【００４８】
　スキュー補正処理（ステップＳ３３～Ｓ３５）が終了すると、印刷制御手段３６は、ス
テップＳ３６に進み、印刷ジョブ終了か否かを判定する。印刷ジョブ終了でない場合には
、ステップＳ３１に戻り、一定のタイミングでスキュー補正処理を行いながら、連続用紙
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２の搬送動作および印刷動作を続ける。一方、印刷ジョブ終了の場合には、ここで処理を
終了する。
【００４９】
（作用効果）
　本例のプリンター１は、上記のように、紙送りローラー８の搬送力で連続用紙２を搬送
して印刷を行うにあたって、一定のタイミングでスキュー量（連続用紙２の基準通過位置
Ｂに対する位置ずれ量Ｄ）を検出して、トラクター４から連続用紙２が外れるリスクがあ
る状態を検出する。リスク状態を検出した場合にスキュー補正動作を行うことにより、必
要なタイミングでスキュー補正動作を行うことができ、トラクター４から連続用紙２が外
れてしまうという事態の発生を防止できる。スキュー補正動作においては、まず、ローラ
ー開放動作により、連続用紙２を紙送りローラー８に押し付けられた拘束状態から開放す
る。これにより、累積したスキューによる連続用紙の撓みを減らすことができる。その後
に、ローラーを開放状態に維持したままで、連続用紙２をトラクター４の搬送力によって
逆送する。これにより、連続用紙２を搬送方向に沿った姿勢に戻すことができ、スキュー
を解消できる。更に、連続用紙２を正送りすることにより、連続用紙２を補正前の搬送位
置に戻すことができる。トラクター４の搬送力によって正送りの搬送動作を行うと、トラ
クターピン１６に対して連続用紙２のスプロケットホール２ａを正確に位置決めできる。
従って、連続用紙２の搬送位置をトラクター基準で正確に位置決めできる。以上により、
本例では、紙送りローラー８の搬送精度で連続用紙２を搬送して高精度な印刷を行うこと
のできる構成でありながら、スキューによってトラクター４から連続用紙２が外れてしま
うという事態の発生を防止できる。加えて、搬送位置を正確に補正できるため、連続用紙
２の頭出し補正も可能である。
【００５０】
　また、本例では、ローラー開放動作において、排紙ローラー１２への連続用紙２の押圧
力についても解除しているため、排紙ローラー１２および排紙押圧ローラーがスキュー補
正動作を妨げることがない。更に、正送り動作の際には、紙送りローラー８および排紙ロ
ーラー１２の２箇所の位置において連続用紙２を弱ニップさせるようにしたため、トラク
ター４による正送り動作の際にローラー位置で連続用紙２をガイドすることができる。よ
って、用紙搬送路６の段差等によって連続用紙２が紙ジャムを起こすのを防止できる。
【００５１】
（他の実施形態）
（１）上記実施形態では、紙幅検出器２６によって連続用紙２の位置ずれ量Ｄを直接検出
して発生しているスキュー量を把握し、これに基づいてリスク状態を検出していたが、連
続用紙２の搬送量のみに基づいてリスク状態を検出することもできる。例えば、予め、プ
リンター１のメカ構成などに基づいて、連続用紙２がトラクター４から外れるおそれのあ
る量のスキューが発生する搬送量（基準搬送量）を算出してプリンター１に記憶させてお
く。これにより、基準搬送量だけ連続用紙２を搬送した場合にリスク状態を検出したと判
定することができる。このようにすると、直接スキュー量を測定しなくとも、適切なタイ
ミングでスキュー補正動作を行うことができる。
【００５２】
（２）上記実施形態では、正送り動作を行う際に連続用紙２を弱ニップするように構成し
ているが、用紙搬送路６に段差が少ないなどの紙ジャムのおそれが少ない構成では、ロー
ラーを開放状態にしたままで正送り動作を行うことも可能である。これにより、スキュー
補正動作を行うための制御を簡単にすることができる。
【００５３】
（３）上記実施形態では、単位搬送量（例えば、１ページ）だけ搬送する毎にスキュー量
を検出しており、定期的にリスク状態を検出しているが、検出したスキュー量に基づき、
次回のリスク状態の検出タイミングを調整してもよい。例えば、最初は１パス毎（印刷ヘ
ッド５を１往復する毎）にスキュー量（位置ずれ量Ｄ）を検出し、検出したスキュー量に
基づき、次のスキュー量の検出タイミングを決定してもよい。あるいは、検出したスキュ
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分搬送したタイミングでスキュー量を検出し、検出結果に基づき、以後何ページ分搬送し
たらスキュー補正動作を行うかを決定することができる。
【００５４】
（４）上記実施形態では、紙送りローラー８を紙送り押圧ローラー９に押し付けるときに
第１押圧機構９ａによって押圧力を加えるように構成しているが、第１押圧機構９ａに代
えて、紙送り押圧ローラー９に上向きの引っ張り力を加える駆動機構と、紙送り押圧ロー
ラー９を常時下向きに付勢するばねなどの付勢手段を設けた構成にすることもできる。こ
の場合には、ローラー開放動作を行うタイミング、および、紙送りローラーによって連続
用紙２を弱ニップするタイミングで適切な力で駆動機構を駆動すればよい。また、第２押
圧機構１３ａについても同様に構成することができる。
【符号の説明】
【００５５】
１…プリンター、２…連続用紙（記録媒体）、２ａ…スプロケットホール、３…プリンタ
ー本体、４…トラクター、５…印刷ヘッド、６…用紙搬送路、７…プラテン、８…ローラ
ー、９…押圧ローラー、９ａ…第１押圧機構、９ｂ…駆動手段、１０…モーター、１１…
駆動力伝達機構、１２…排紙ローラー、１３…排紙押圧ローラー、１３ａ…第２押圧機構
、１３ｂ…駆動手段、１４…駆動力伝達機構、１５…紙検出器、１６…トラクターピン、
１７…トラクターベルト、１８…駆動スプロケット、１９…従動スプロケット、２０…ロ
ータリーエンコーダー、２１…トラクター駆動モーター、２２…駆動力伝達機構、２３…
クラッチ機構、２４…キャリッジ、２５…キャリッジモーター、２６…紙幅検出器、３０
…制御部、３１…ヘッドドライバー、３２…モータードライバー、３３…モータードライ
バー、３４…モータードライバー、３５…トラクター駆動制御手段、３６…印刷制御手段
、３７…スキュー補正動作制御手段、Ａ…印刷位置、Ｂ…基準通過位置、Ｃ…検出位置、
Ｄ…位置ずれ量、Ｄ０…基準位置ずれ量、Ｐ…搬送経路
【図１】 【図２】

【図３】
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